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区報『ぶんきょう』NO.1400に掲載された

五中・七中統合計画(案)と新大塚公園廃止問題に対する意見書
平成１８年３月２５日に発行された『区報 ぶんきょう』に、「教育の質の向上を図るため新しい学校づくりをスタート」と題して、第五中学校と第七中学校を統合し、教育センターと新大塚公園の敷地に新しい中学校の建設を検討しているという記事が掲載されました。この記事を読んで、この計画に対する不信の念がさらに深くなった人も多いのではないでしょうか。この計画には、以下のような問題点があると私たちは考えます。

1 桜の移植や代替公園の整備で私たちの自然環境は守れるのか？

樹齢５０年を超える桜は、移植されると死んでしまいます。新大塚公園には、この桜以外にも樹高４ｍを超える樹木が１００本以上もあり、野鳥から昆虫、草花があいまって豊かな自然を作り出しています。桜だけの問題ではないのです。この公園の４０年という長い歴史によって培われてきた自然を、数本の桜の移植とひきかえにすることは、環境保全への取り組みが真摯なものであれば、ありえないことです。

また、代替公園に予定している五中や七中は、交通量の多い急な坂道の途中にあり、車椅子利用者はもとより、幼児や高齢者が気軽に訪れることはできません。さらに、五中を新大塚公園の代替公園とするには、地域の利用者が多く、築まだ24年の体育館を取り壊さなければなりませんし、七中は袋地で、子どもたちだけで遊ぶには安全上、問題があります。

そもそも、代替公園を整備すればいいという考え方そのものが、公園が育んできた自然や歴史を無視し、公園を単なる「土地」や「地面」としか考えていない証拠です。

②　世代を超えて多くの人々が集う公園を簡単に破壊して良いのか？

この公園は、乳幼児から、子ども、若者、お年寄りまで、様々な世代が同時に楽しみ、交流できる、区民にとってかけがえのない公園です。区報では、この公園のことを「区有地」とあたかも区役所の所有物であるかのように取り扱っていますが、文京区の財産は私たち文京区民の財産であり、それをどのように活用するかについては、区議や区職員と文京区民との真摯な対話を通じて決められるべきことです。
③　教育の質の向上に校地の広さが第一要件なのか？

　区報では、教育のために校地を広くすることが必要であると書いています。しかし、この10年、比較的校地の狭い六中や茗台中で生徒数が増えているのに対して、校地の広い他校で軒並み生徒数が減少しています。教育の質を担保するものが敷地の広さではないことを示しているといえましょう。

　これからの区立中学校に必要なのは、ソフトである教師の資質の向上や授業内容の改善であり、そのために貴重な税金を使うのであれば、私たちは諸手をあげて賛成したいと考えています。「教育の質そのものを高めて欲しい」、このことは、平成１７年２月に文京区教育委員会が実施した「教育に関する区民意識調査」の結果にはっきりと表れています。

ハード面に関しては既存中学の建物の利用や増改築、あるいはその敷地での新校舎建設といった選択肢を検討すべきと考えます。

④　日本の将来を担う子どもたちに私たち大人は何を伝えるのか？

区報からは、文京区教育委員会の教育理念は何か全く見えてきません。高度化、複雑化、国際化する社会において、また、社会の二極分化（持てる者と持たざる者の生活格差）が進む現代において、公立学校は極めて重要な役割を果たしています。確かに、多くの知識と高度な技術を子どもたちに身につけさせることは大切です。しかし、教育はそれだけではありません。地球規模で環境破壊が進む現代、環境を守ることの大切さを子どもたちに伝えることは、今の大人の大切な責任です。また、現代の青少年はコミュニケーション能力が不足し、孤立しがちであり、そのために悲劇的な事件も発生しています。さまざまな世代の人々と触れ合うことができるこの公園に、子どもや若者が集うことによって、弱い者へのおもいやりの心を育み、コミュニケーション能力を身につけることができるのではないでしょうか。自然を愛する心、人々を慈しむ心を踏みにじって学校（ハコモノ）を建てたとしても、真の教育ができるはずがありません。

文京区は国際交流を進めようとしていますが、公園を破壊して学校を建てたなどということを世界の人々が知ったならば、文京区は間違いなく失望され、世界の人々に相手にされなくなるでしょう。

付記

３月２５日に開かれた文京区教育委員会主催「第五中学校・第七中学校統合計画案説明会」においては、教育委員会は、いかに立派なハコモノを作るかの説明に終始していました。しかも、ハコモノ作りに関する具体的な内容説明すらきちんとできないありさまでした。この計画自体がいかに拙速なものであるか窺い知ることができます。それに対して説明会に出席した住民のほとんどは失望し、再度説明会を開くことを要望しましたが、残念ながらその場では次回説明会開催の約束はいただけませんでした。

教育委員会におかれては、区民の要望を真正面から受け止め、誠意ある対応をしていただけるものと私たちは信じております。“協働･協治”の理念をお忘れにならないよう、お願いいたします。
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